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は じ め に

北 海 道 ・オ ホ ー ツ ク海 沿 岸 で の珪 藻 分析 と して

は 、 関 谷 ・熊 野(1982)の ク ッチ ャ ロ湖 畔 で の研

究 が あ り、知 床 博 物 館 研 究 報 告 第4集p.61～p.72

に掲 載 され て い る。 今 回 は 、 新 た に同 じク ッチ ャ
はまとんべつ ところ しゃり とうつるとう

ロ湖畔の浜頓別町、及び常呂町・斜里町涛釣沼・同

以久科北の4地 点 を選び、海跡湖で低戯水のクッ

チャロ湖の現生種 と比較 しながら、各地点の古環

境、特に縄文海進以降の海退によって海水域から

淡水化する過程での環境の遷移 を推定 した。

本研究 を行 うにあたり、適切な助言を受けた神

戸市立教育研究所の前田保夫先生、試料採取 に御

協 力いただいた同研究所の 「神戸の自然研究 グル

一プ」の方々、駒沢大学の松田功氏 に厚 く感謝す

る。

材 料 と 方 法

1)調 査 地 点

ボ ー リ ン グ コ ア採 取 地 点 は、浜 頓 別 町 ・常 呂 町 ・

涛 釣 沼 ・斜 里 町 の4地 点 で あ り、 そ れ ぞ れ 図1・

図2・ 図3に 示 した。 また 、 古 環 境 の推 定 に お い

て 現 生 種 と比 較 す るた め 、 ク ッチ ャロ湖 よ り図1

に示 したSt.1～5に お い て 、 底 性 ・浮 遊 性

の 各 現 生 種 を採 取 した。 な お、St.4は 安 別 川 下 流

で あ る。 こ の採 取 は 、1回 の み で あ り季 節 的 消 長

を考 慮 に 入 れ て い な い た め 、 一 応 の 参 考 試 料 と考
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え た 。 ま た 、St.4.5は 浮 遊 性 の 採 取 が 困 難 の た め

底 性 の み の 調 査 で あ る。

2)処 理 方 法

コ ア試 料 の 処 理 は 、 関 谷 ・熊 野(1982)の 方 法

に よ った 。 現 生 種 につ い て は 、 酸 処 理 は 加 熱 した

硫 酸 に硝 酸 を滴 下 して 行 っ た 。 以 下 は コ ア試 料 と

同 じ よ うに処 理 し、 被 殻 数 が約300に な る ま で 計

数 した。

結 果 と 考 察

1.ク ッチ ャ ロ湖 の現 生 種

少 な く と も1つ の 試 料 に つ い て10被 殻 以 上 出現

した種 の 出 現 状 況 を表1に 、 出 現 種 の 生 態 型 及 び

Hを 表2に 示 した 。P

ク ッチ ャロ湖 の 現 生 種 と して最 も優 占す るの は

海 水 生 のCoccoηeお5c掘c〃 πm,淡 水 生 のC.pZα 一

ceη伽Zαvar.〃 んeαZαで、特 にC.sc祝Ze〃 撹観は 大

表1.ク ッチャロ湖の現生種中の優 占種の出現状況 (少 な くとも1つ の 試料 につ いて0.3%以..L出 現 した種)

Station Benthic Planktonic～
Species 1 2 3 4 5 1 2 3

Freshwater
●

speCles

Coccoηeお 砒5cπ 伽3 十 十 十 十 十 十十

C. ρ1αceη 施Zαvar.伽eαZα 十十十 十十 十十十十 十 十十 十 十十十 十十 十十十十

CッcZoZθ 〃α mθ ηegん 翻 αηα 十 十 十 十 十 十十

Fγ 窃5伽zご α 棚19α γご5 十 十 十

Gッ γ05ご91mα
●

αCπ7πZη αZ初7η 十 十 十十

Hα πz25cん' zα α卯 んご・κツ5 十

ル1eγ ご(窃oη cぎ γc初1α γe 十 十十十 十

ノVαγごc祝Zα αγeη αCeα 十 十十 十

N. dηCε αe∫0γ 観 ご5 十 十 十十

N. Cγ ツμ ・ceρ んα♂α 十 十 十 十十 十 →一十 十

var. e:rご1ご5 十 十 十 十

N. dご9ゴz・ γα読 αεα 十十 十 十 十

N.ん 槻9α γぎcα fo.1L初 η⑦zlZ～ls 十 十 十 十十 十

ノV. γα(Zご05α 十 十 十 十十 十 十 十 十

1VどZ2scん ごα ραZeα
十

N. zγツ6zど ・ηe〃 α 十 十 十 十 十 十 十

0ρeρ んoγ α
●

1mα γ砂z 十 十十 十 十 十

P加 η賜'α γごα δoγ θαZご5 十

P
・

η乙ZCγ05ZαZ6γ0η 十

Rん ・ραz・読 α 9め6αvar.

・

γθηZγZCO5α 十 十 十十 十 十

SZα 祝γ0ηeぎ5 αηceρ5 十十

S群 どγe〃 α αη8撹5zα 十

Syη α1γ α 認 ηα 十十 十 十 十十 十 十 十 十十
γ

Tα わθ〃αγごα 〃OCCπZO5α 十 十 十十十 十十 十

Brackish
●

specles

、4cんηαηZんe5 んαZ6γCん ごαηα 十 十十 十 十十十 十 十十 十 十

13αcぎ 〃αγぎα ραγαdO」 σα 十 十 十 十 十十 十十 十 十十 十十

、Rん・PαZodご α 9ご δわeγ 窃zα 十十 十十 十十十 十 十十 十十

R. m祝5c窃1初5 十十 十 十十 十 十十 十十十 十 十 十

sツ πθdγ α zα6掘 α'α 十 十 十 十 十 十十十

Marine
o

speCles

ハc伽OCツcZ窃5 eん γθηわeγ9π 十十 十 十

・4視 ρんoγ α αc掘 ごωsc祝Zα 十 十 十 十 十十十 十

、4. αηg秘5zα 十 十十 十

A.
0

05Zγeα γZα 十 十十

Coccoη θ'3 5c掘 と〃 窃糀 十十十十 十十十 十 十十十 十 十十 十十十 →一十 十十十

ル1α5Zo9♂oご α θ〃瞬 どcα 十十 十 十 十

ル1. ρ珈 ηごzα 十 十 十十 十

NごZ25cん ごα ρ賜ηczαzα 十 十 十 十 十 十

N. ρ初η(1γガ0γ ηZごS
十十 十 十

Tγ0ρ ど(10ηθごS

Melosご γα

.
ηzαJcz7η α

s初1cαZα 十十十

十十 十 十

十 十十 十

一→一〇
.3～3.0%十 一→一3.3～6.3%十 一1一一ト6.7～13.0%一}一 一トートート13.3%
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表2.ク ッチャロ湖の各調査地点のpHと

各分類群の出現頻度

pH
FBMU

Planktonic

1 7.4 39,014,740.36.0

2 8.4 23,815,155.06.0

3 7.4 38,022,333.76.0

4 一 83.37.05.74.0

5 7.2 37,131,822.48.7

Benthic

1 42.18,933,415 .6

2 33,319,736,310.7

3 58,118,916.96.0

F淡 水生種B汽 水生種

M海 水生種U未 同定種

(%)

沼 のSt.1.2に お い て圧 倒 的 に優 占 した。 ま た、汽

水 生 のRんopαJo読 α8め6eγ 配α,.BαC∫〃αγぬpα γα一

do加 も普 通 に 見 られ た 。 な お 、底 性 ・浮 遊 性 につ

い て の著 し い差 は 見 られ ず 、 ほ ぼ 同 じよ うに 出 現

し た。 こ れ は 、 本 湖 の 水深 が浅 く、 また 潮 汐 に よ

っ て か な りの 水 流 が あ り、常 に両 者 のmixingが 起

こ るで あ ろ う。

pHは 、最 低7.2～ 最 高8.4で 、最 も海 水 の 影響 を

受 け るSt.2に お い て最 高値 を示 した。出 現 種 の 生

態 型 につ い て は 、 本 湖 の水 質 は低 鍼 水 で あ る が 、

特 に 大 沼 に お い て は 、 海 水 生 種 が淡 水 生 種 と同 じ

か そ れ以 上 を占 め 、小 沼 に お い て も、安 別 川 のSt.

4を 除 く と、 相 当 の 海 水 生 種 が 出現 した。 底 性 と

浮遊 性 を比 較 す る と、底 性 の 方 が わず か な が ら淡

水 生 種 が優 占す る傾 向 が 見 られ た。

2.浜 頓 別 町 オ ンネ ウ シ ナ イ 川 口

1)層 序 と年 代

A:4350±100y・B・P・B:5340±140y・B・P・ 囲 泥 炭 目 粘 土

國 砂 匝図マガキ片

図4.浜 頓 別 町 オ ンネ ウ シ ナ イ川 口 試 料 の柱 状 図 と各珪 藻 の 出現 状 況

巨 ヨ シルト質粘土

(図5.9.11も 同 じ)
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コ ア は 、 一1.7～ 十4.8m(以 下 、指 示 の な い限

り値 は標 高 を用 い る。)間の6.5mで 、層 相 一1.1m

以 下 は細 砂 、一1.1～ 一 〇.2mは シ ル ト質粘 土 、 一

〇.2～ 十1.8mは 粘 土 で 、十1.8m以 上 で は泥 炭 の 層

と な る。 な お、 十2.7m・ 十1.6mの 層 準 で の泥 炭

に お け る14C年 代 は 、そ れ ぞ れ4350±100y.B.P.,

(KL-155),5340±140y.B.P.(KL-157)で あ る。

2)珪 藻 帯

出現 率 は 、一1.7～ 十1.6mで は 海 水 生 種 、十2.1

m以 上 で は淡 水 生 種 が 大部 分 を 占め る。 そ の 間 、

十1.1～ 十1.8mの 層 準 で汽 水 生 種 が10～30%程 度

と増 加 す る もの の 、淡 水 生 種 ・汽 水 生 種 が同 時 に

拮 抗 して現 わ れ る時 期 は な く、 海 水 か ら淡 水 へ の

移 行 は か な り急 激 に行 わ れ た と推 定 され る。

優 占種 は 、 海 水 域 で は沿 岸 性 のMeZo寓 γα 鋤1一

cα置αやCoccoη ♂35c魏 θ〃πm,砂 浜 を好 むN∫Z2scんぬ

gγαηωZαzαで あ り、この 時 期 の 本 地 点 は沿 岸 域 の ご

く浅 い海 で あ っ た と推 定 さ れ る。

淡 水域 で は、 湿 地 に普 通 に 見 ら れ るE槻 磁 α

spp.,Pガ ηηπZαγ∫αspp.が 優 占 し、淡 水 性 の湿 地

で あ った こ と が推 定 され る。なお、十2.3～ 十3.3m

間 の層 準 で は浮 遊 性 のMeZo5♂ γαspp.が 増 加 し、

浮 遊 性 種 が優 占 す る と い うこ とは 、 あ る程 度 の 水

深 が あ る と い う こ とで あ り、 や や湖 沼 化 の傾 向 を

示 した と言 え る。SampleNo.0は 本 地 点 で の 現

生 種 で あ るが、泥 炭 地 に もか か わ らずEuηoぬspp.,

Pぎπ傭Zα磁spp.は あ ま り出 現 せ ず 、Nα ㌘ぎcπZα

CγツρZocepんαZα,Go即 ん0ηe観α ραγ槻hmが 優 占

的 に出 現 した。

出 現 した総 種 類 数 は 、十1.6m,十3.8mの 層 準

で20前 後 と減 少 し、 十 〇.7m,十3.6mの 層 準 で60

前 後 と増 加 す るが 、 そ れ以 外 は ほ ぼ40前 後 で あ っ

た 。

ま た、 本 地 点 の 海 成 層 の 上 限 に つ い て は 、十1.6

～ 十1 .8mの 問 の 層 準 で 、 ク ッチ ャロ湖 畔(関 谷 、

熊 野1982)で の そ れ よ りや や 高 い と い う結 果 が 得

ら れ た。 こ の海 成 層 の 上 限 の 堆 積 時期 は 、十1.8m

で の14C年 代 が5340±140y.B.P.で あ る こ とか ら

約5500年 前後 と考 え られ る。 こ れ は 、 こ の時 期 に

海 水 準 が最 高 に達 した とす る松 島(1982)の 海 面

変 動 曲線 と一 致 す る と言 え る。

ク ッチ ャ ロ湖 の 現 生 種 と比 較 す る と、 現 生 種 と

して普 通 に 見 ら れ る 汽 水 生 のSッ ηedγα 励 認硯α

やAcん ηα撹 んesん α蹴cZdα ηαが 、 コ ア 試料 には 全

く出 現 しな い と い う違 い が 見 ら れ た。

3.常 呂町 岐 阜

1)層 序 と年 代

調 査 地 点 の標 高 は十1.2mで 、 コ ア は 一3.3～ 十

1.2m問 の 全 長4.5mで あ る。 層 相 は 一3.3～ 一2.5

m間 は粘 土 質 中 砂 、 一2.5～ 一1.3m間 は粘 土 、 一

1.3～ 十 〇.2m間 は シ ル ト質粘 土 で 、 そ れ 以 上 は泥

炭 の 層 と な る。 な お 、粘 土 と シ ル ト質粘 土 の 層 に

は マ ガ キ の 貝殻 片 が 多量 に含 ま れ て い る。 この 貝

殻 片 に よ る14C年 代 は 、+0.1m,一2.4mの 層 準 に

お い て 測 定 され 、 そ れ ぞ れ3220±60y.B.P.(KL

-299)
,3400±85y.B.P.(KL-300)で あ る。

2)珪 藻帯

柱状図 ・出現種の生態型 ・優 占種の出現頻度 を

図5に 示 した。

出現種は、最下部の海水生種65%・ 淡水生種20

%か ら、徐 々に海水生種の減少 とともに淡水生種

が増加 し、最上部では淡水生種が90%近 くを占め

るようになり、その過程で急激な変化は見 られな

かった。優 占種も、最下部におけるル回o画 γα5配 一

204060802040202020
くが

14C年 代A:3220±60y .B.P.B:3400±85y.B.P.

図5.常 呂 町 試 料 の 柱 状 図 と 各 珪 藻 の 出 現 状 況
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cαZαフう、らGγ α7ηmαZoρんoγαSPP.,1V1ε25cん ごα1αη一

ceo!αZα,Coccoη θご55c痂eZん 観 と海 産 沿 岸 性 の

種 が 徐 々 に交 代 し、淡 水 生 種 のCoccoη 窃5pZαce一

ηZ賜♂αvar.伽eαZα,Tα6θ 〃α磁 〃OCC賜10ε α へ

と徐 々 に遷 移 した。

本 地 点 は 、 マ ガ キ の 貝 殻 片 が 多数 含 まれ る こ と

か ら も、 内 湾 の 汽 水 域 か ら海 水 面 の 低 下 に よ っ て

徐 々 に淡 水域 に変 化 した と推 定 さ れ る。

こ こで 、 浜 頓 別 町 と常 呂町 を比 較 す る と、 海 水

域 か ら海 水 面 の 低 下 に よ っ て淡 水 化 す る過 程 で 、

浜 頓別 町 で は 、 あ る時 期 を境 界 に して急 激 に変 化

す る の に 対 して 、 常 呂町 で は 、海 水 生 ・淡 水 生 両

者 が同 時 に拮 抗 して現 われ る時 期 が あ り、 徐 々 に

変 化 す る とい う違 い が 見 ら れ た。 こ れ は 、浜 頓 別

町 で は 、奥 の沿 岸域 か ら直 ちに淡 水 性 の湿 地 に 移

行 した の に 対 して 、 常 呂町 で は河 川 の 影 響 を受 け 、

感 潮 河 川 の状 態 か ら徐 々 に淡 水 化 した た め と推 定

され る。

次 に、 こ の仮 定 を検 証 す るた め に 、 そ れ ぞ れ に

出現 した淡 水 生 種 を水 の 流 れ に対 す る性 質 に よ っ

て 、流 水 性 種 ・不定 性 種 ・止 水性 種 に 分 類 し、 そ

の種 類 数(%)を 三 角 図 表 と して そ れ ぞれ 図7・

図8に 示 した。 な お 、 不 定 性 種 とは 、流 水域 ・止

水 域 の 両 方 に普 通 に 見 ら れ る種 を言 う。 その結 果

浜 頓 別 町 で は 明 ら か

驚1
1m

0

一1

一2

一3・
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種類数

図6.常 呂町試料における

出現総種類数

止水 性種

(100%)
50% 流 水性種

(100%)

に止 水 性 種 の種 類 数

が優 占 し、常 呂町 で

は コア下 部 のSample
の

No.18.16及 び コ ァ

上 部 のSampleNo.

2.1を 除 くと、流 水

性 種 が や や優 占 した 。

こ れ は 、浜 頓 別 町 が

浅 海 か ら直 ち に淡 水

性 の 湿 地 へ 移 行 した

の に対 して 、 常 呂 町

で は 感 潮 河 川 の状 態

か ら淡 水 化 した と い

う推 定 を支 持 す る結

果 で あ る。 な お 、 感

潮 河 川 の よ うに 変 化

の激 し い環 境 に お い

図7.浜 頓別町試料の止水性種 ・流水性種 ・

不定性種の種類数(百 分率)

50%

不定性種(100%)

12§

こ ●・4
18●

2.6♂5・9

16・ 冑
50%

止 水性種
(100%)

50% 流 水性 種

(100%)

図8.常 呂町試料の止水性種 ・流水性種 ・

不定性種の種類数(百 分率)

ては、一般に生息する種類数 が低下するが、今回

の調査では図4・ 図6に 示すように、浜頓別町 と

常呂町での総種類数に著 しい差は見 られなかった、

4.斜 里 町 以 久科 北

1)層 序

コ ア は 、 一2 .9～ 十1.1m問 の 全:長4mで あ る。

層相 は 、 図9に 示 す よ うに 、一 〇.9m以 一ドは 中 砂 ・

細 砂 ・シル ト質 粘 圭 で 、 一 〇.9m以Lは 泥 炭 の 層 と

な る。

2)珪 藻 帯

出 現 種 の 生 態 型 ・優 占種 の 出 現 頻 度 を図9に 示
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した 。

出 現 種 は 、最 下 部 の 一2.9mで は 、海 水 生 種45%

汽 水 生 種25%・ 淡 水 生 種25%で 、 常 呂 町 の 試 料 と

同 じよ うに徐 々 に淡 水 化 す る傾 向 を示 し、十 〇.1m

以 ⊥ で は完 全 な淡 水域 と な る。 た だ し、 その 過 程

で 一1.6mの 層 準 で … 時 的 に淡 水 化 す る時 期 が 見

られ る。

優 占種 は 、 ク ッチ ャ ロ湖 の 現 生 種 中 に も 多量 に

見 られ る海 産 沿 岸 性 のCoccoη 窃55c協clZπm,汽

水 生 のRんoρ αZo読αgめ 加 γ配αな どで 、淡 水 生 種 で

は 浮遊 性 のMelo3ぬspp.か らは 着性 で 湿 地 型 の

Euηoε ぬspp.,P加 η配αγぬspp.へ とい う遷 移 が

見 られ た。 な お 、Melo寓 γαspp.は 、一1.6mと

+0.1mの 層 準 で圧 倒 的 に優 占 し、その 問 で は減 少

す る が 、 こ れ は この 時 期 は 海 水 の 影響 を受 け て汽

水 化 した た め 、 十 分 な増 殖 が行 えな か っ た た め で

あ ろ う。

斜 里 平 野 の地 形 にっ い て は 、荒 田 ほ か(1979)、

中 村(1980)の 研 究 が あ り、斜 里 平 野 の地 形 発 達

史 に つ い て 、'サロマ 湖 や 能 取 湖 の よ うな潟 湖 が干

上 る こ と に よ っ て 形 成 され 、 そ の も と に な る古 斜

里 湾 は 縄 文 海 進 に よ っ て生 じた と推 定 して い る。'

今 回 の珪 藻 分析 に お い て 見 られ た 浮 遊 性 か ら付

着 性 へ の 遷 移 は 、 あ る程 度 水 深 の あ る状 態 か ら湿

地 へ と い う移 行 を示 す も の で あ り、 過 去 の地 理 学

的 研究 と一一致 す る と言 え る。 した が つ て 、 出 現 種

に お い て 海 水 生 種 の 減 少 と と も に淡 水 生 種 が増 加

す る と い う現 象 は 、 砂 州 の発 達 に と もな って潟 湖

の鰍 度 が しだ い に低 下 す る過 程 を そ の ま ま反 映 し

て い る と考 え られ る。

流 水性 種 ・止 水性 種 ・不 定 性 種 の 出現 種 類 数 に

よ る三 角 図 表(図10)は 、SampleNo.1～3を 除

く と、流 水 性 種 ・止 水 性 種 ほ ぼ 同 じよ う に出 現 し

た 。 な お 、SampleNo.!～3は 、E槻oZぬspp.,

P加 照Zαγ∫αspp.の 優 占 す る湿 地 化 して い た と推

定 され る時 期 で あ り、止 水 性 種 が増 加 す る傾 向 が

204060802020202020

図9.斜 墨町試料の柱状図 と各珪藻の出現状況

40 80 40(%) 20 40 60
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図10.

見 ら れ た。

各 試 料 に 出 現 す る総 種 類 数 は 、 図9に 示 す よ う

に、 最 低24、 最 高76で あ り、 潟 湖 の時 期 に 多 く湿

地 化 と と も に減 少 す る傾 向 を示 した 。

5.斜 里 町 涛 釣 沼

1)層 序

本 地 点 につ い て は標 高 が未 測 定 の た め 、 特 に以

下 の 数 値 は深 度 を用 い る。 コ ア 全長 は11.5mで 、

層相 は図11に 示 す よ う に、 一11.0～ 一10.3mが 細

砂 質 シ ル ト、 一10.3～ 一1.8mが シ ル ト質粘 土 で 、

さ らに上 部 で は泥 炭 の層 と な る。

2)瑳 藻 帯

出 現 種 の 生 態 型 は 、 図11に 示 す よ うに、 一11.0

～ 一9 .25m間 の 層 準 で海 水 生 種 ・汽 水 生 種 が あ る

程 度 見 られ るの を除 く と大部 分 を淡 水 生 種 が 占め 、

一9 .25m以 上 の 堆 積 時 には ほ ぼ完 全 な淡 水 域 へ 移

20,40、 ・60,80,20404080'20

A:3270±55y.B.P(KL-173)B:5570±170y.B.P(KL-170)

図11.涛 釣 沼 試 料 の 柱 状 図 と珪 藻 の 出 現 状 況
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図12.涛 釣沼試料の酸性種 ・アルカリ性種 ・

不定性種の種類数(百 分率)

行 した と 言 え る。 した が っ て 、 他 の3つ の 調 査 地

点 に海 が侵 入 して い た高 海 水 準 期 にす で に海 か ら

隔 離 され て い た と推 定 され 、 そ の隔 離 の 時 期 は 、

本 地 点 の標 高 を5m前 後 と仮 定 す る と、 松 島(19

82)の 海 面 変 動 曲 線 よ り約7500～7000年 前 と考 え

ら れ る。

淡 水 環 境 で の優 占種 は 、 一9.25～ 一5.25mの 層

準 での浮 遊 性 のMcZosぎ γαspp.,CッcZoεe〃 αspp.

か ら一5.25～ 一1.75mで の本 来 付 着 性 のFγα9ぬ 磁

spp.へ と移 行 し、 さ らに泥 炭 の堆 積 と と も に湿 地

型 の.EπηoZぬspp.,Pぎ ηη窃Zα磁spp.が 出 現 す る

よ うに な る。 この 、浮 遊 性 か ら付 着 性 へ とい う遷

移 は 、斜 里 町 の 試 料 に お い て も見 ら れ て お り、 本

地 点 は 、淡 水 性 の 湖 か ら堆 積 作 用 に よ っ て沿 岸 域

の 湿 地 と な り、 や が て陸 地 化 した と推 定 され る。

次 に 、湖 水 の 水 質 を推 定 す るた め に 、 出現 した

淡 水 生 種 を、pHに 対 す る性 質 に よ っ て 酸性 種 ・不

定 性 種 ・ア ル カ リ性 種 に分 類 し、 そ れ ぞ れ の種 類

数(%)を 図12に 三 角 図 表 と して 示 し た。 な お 、

不 定 性 種 とはpH7付 近 に生 育 す る種 を言 う。その

結 果 、SampleNo.0～4を 除 くと い ず れ も ア ル

カ リ性 種 が非 常 に優 占 し、 富 栄 養 型 の構 成 を示 し

た 。 これ は、 富 栄 養 湖 に お い て しば しば 大 発 生 す

るMeZO5〃 α ♂Zα面Cα.M.ど 置α〃Cαvar.γ αZぎ(1αな

どMc♂o部 ηαspp.が 、特 に一9.25～ 一5.25mの 層

準 で 優 占す る こ と か ら も推 定 され る。な お 、Sample

No.0～4で は酸 性 種 が 増 加 する傾 向 が 見られ 、泥 岸

の堆積 とともに腐植酸によってpHが 低下 し、腐植

栄養型 に近い状態になったことを示 している。

6.総 合考察

以上のように、海水域から淡水化する過程で、

湾奥の沿岸域 から直 ちに淡水性の湿地へ移行 した

と推定 される場合、感潮河川の状態 を経て淡水化

したと推定 される場合、海岸の潟湖から干上った

と推定 される場合と、珪藻群集は地形 によってそ

れぞれ特徴的 な遷移 を示すことが確認 された。今

回のオホーツク海沿岸 での調査 において見 られた

遷移の方向性 をまとめると、一部例外 もあるが、

海産沿岸性から淡水生、さらに淡水生 としては、

浮遊性 から付着性、 そして最終 的 には湿地型 の

E槻o磁spp.,P加 η配α磁spp.へ とい うことに

なる。

各 コア試料の分析結果 をクッチャロ湖の現生種

と比較す ると、優 占種や出現種の生態型の構戒 に

おいて、涛釣沼以外は、淡水化の過程でクッチャ

ロ湖の現生種 とよく似た時期 が見 られた。すなわ

ち、浜頓別町での十1.1m前 後、常呂町での±Om

前後、斜里町での一2.9～ 一1.9mの 層準である。

これ らの堆積時期 は、現在のクッチ ャロ湖とよく

似た環境であったと推定 される。

なお、縄文海進 など完新世海面変動 については

さらに深いコア試料の分析 によって明 らかにされ

るであろう。

ま と め

1.北 海道 ・オホーツク海沿岸の4地 点におい

て珪藻分析 を行い、クッチャロ湖の現生種 と比較

しながら、海水域から淡水化する過程での古環境

の推定 を試みた。

2.浜 頓別町の試料では、海水生種 と淡水生種

の交代は急激 に行われてお り、湾奥の沿岸域から

直 ちに淡水性の湿地へ移行 したと推定 される。

3.常 呂町の試料では、海水生種 ・淡水生種 が

同時に拮抗 して現われながら徐々に交代 しており、

感潮河川の状態から淡水化 したと推定 される。

4.斜 里町の試料では、淡水生種の浮遊性 から

付着性へ という遷移が見 られ、海岸の潟湖が干上

ったと推定 される。

5.涛 釣沼の試料では、淡水成層 が続 き、富栄

養湖から堆積によって沿岸 域の湿地 となり、やが

一75一



`

知 床 博 物館 研 究 報 告 ・第5集 ・1983

て陸地化 した と推定 される。
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